
 

【重点審議事項の論点整理について（文化スポーツ部所管分）】  

重点審議事項 委員会における取組状況 主な論点 委員会における主な意見 備  考 

滋賀の美の魅力発信と

文化財の活用について 

○令和５年６月１日 常任委員会 

・令和５年度中に策定、変更が予定されている計

画等について 
 
○令和５年７月10日 常任委員会 

・議第95号 契約の締結につき議決を求めるこ

とについて（滋賀県立安土城考古博物館第１期

展示改修展示制作 業務委託） 

・滋賀県障害者文化芸術活動推進計画（第２次）

の骨子案について 

・（仮称）新・琵琶湖文化館整備事業に係る落札

者の決定等について 
 
○令和５年10月５日 常任委員会 

・議第 109 号 滋賀県立琵琶湖文化館の設置お

よび管理に関する条例の一部を改正する条例

案について 

・議第 116 号 契約の締結につき議決を求める

ことについて（（仮称）新・琵琶湖文化館整備

事業） 

・「美の魅力発信プラン」の中間見直しの方向性

について 
 
○令和５年12月15日 常任委員会 

・滋賀県障害者文化芸術活動推進計画（第２次）

の素案について 
 

●令和５年11月８日 県外行政調査 

独立行政法人国立文化財機構 東京国立博物館

（東京都台東区） 

・東京国立博物館における文化財の活用方法に

ついて 
 

障害者の文化活動

推進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連施設の開館に

ついて 

 

・障害者の文化活動の推進に関して、全国から様々な人

が訪れる、国スポ・障スポ大会と関連させて競技会場に

アール・ブリュット作品を展示するなどの、滋賀県なら

ではの取組をしていただきたい。 

 

・障害者の芸術活動について、その作品が大きな価値を

持つこととなるとそのことが励みとなり、活動を大き

く推進することにつながるので、戦略的にしっかりと、

価値が見いだせるようになる取組を進めてもらうこと

が重要である。 

 

 

・リニューアルしたばかりの滋賀県立美術館が子供た

ちの冬休みの期間に休館されたように、長期休暇中に

施設が休館となると子供たちが文化芸術に触れる機会

を損なうことになるので、施設修繕などの時期を調整

し、休暇中の休館を避けていただきたい。 

 

・新たな琵琶湖文化館の運営に関して、地域や観光振興

という目的も含めて、文化の発展や振興に資するよう

積極的に取り組むのであれば、近隣の文化施設の開館

状況に合わせた開館時間の延長や、年末年始の開館な

どに対応できるよう早期に検討されたい。 

 

令和６年３月滋賀

県障害者文化芸術

活動推進計画策定 



 

○令和６年３月８日 常任委員会 

・滋賀県障害者文化芸術活動推進計画（第２次）

（案）について 
・美の魅力発信プラン（中間見直し案）について 

スポーツの更なる振興

に向けた活動の推進と

環境の整備について 

○令和５年６月１日 常任委員会 
・令和５年度中に策定、変更が予定されている計
画等について 

・令和５年度中に策定、変更が予定されている計
画等について 

 
○令和５年７月10日 常任委員会 

・報第３号 令和４年度滋賀県繰越明許費繰越

計算書のうち文化スポーツ部所管部分につい

て 

 

○令和５年10月５日 常任委員会 

・議第 104 号 令和５年度滋賀県一般会計補正

予算（第４号）について 

・報第13号 第２期滋賀県スポーツ推進計画に

基づく施策の実施状況について 

 

●令和５年11月８日 県外行政調査 

ハイパフォーマンススポーツセンター（東京都北

区） 

・アスリートの発掘・育成・強化に係る取組およ

びスポーツ科学等に基づく競技力向上の支援

について 

 

●令和５年11月９日 県外行政調査 

ぐんまマラソン実行委員会事務局（群馬県前橋

市） 

・市民マラソンの先進地における取組について 

 

関連施設の管理、

活用、整備につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者スポーツの

振興について 

・スポーツ会館の指定管理については、人員の確保や国

体に向けての長期的な視点でのノウハウの蓄積、専門

的なスタッフの育成を図るために、本来は複数年の指

定管理とすべきであり、１年ごとの管理とするであれ

ば、同じ形態で進められることを、しっかりと担保しな

ければいけない。 

 

・草津市立プールの改修については、今後の大会の誘致

や選手の育成などの将来的な価値を考えて決断された

と思うので、しっかりと責任を持って取り組み、県民の

理解が得られるようにしてもらいたい。 

 

・スケートボードパークの設置に関して、世界的に競技

人口が増えて若い県民が取り組んでいる姿も見るの

で、魅力ある都市公園の整備や青少年の育成、スポーツ

の活性化の観点から、文化スポーツ部を核とした部局

横断的な設置検討等の取組を考えていただきたい。 

 

 

・障害者スポーツの振興については、予算面などでは小

規模な団体が担っていることも多いので、事業に支障

を来さないように、国での予算確保が難しい間はまず

県予算による援助をしていただきたい。 

 

 

 

 
  



 

【重点審議事項の論点整理について（教育委員会所管分）】  

重点審議事項 委員会における取組状況 主な論点 委員会における主な意見 備  考 

魅力ある県立高等学校

づくりについて 

○令和５年６月１日 常任委員会 

・令和５年度中に策定、変更が予定されている計

画等について 

 

○令和５年７月７日 常任委員会 

・(仮称)滋賀県立高等学校魅力化に向けた学科

改編等実施計画の策定について 

 

●令和５年７月25日 県内行政調査 

滋賀県立虎姫高等学校（長浜市） 

・国際バカロレアディプロマプログラム実施校

における教育現場での取組について 

 

○令和５年９月13日 常任委員会 

・滋賀県立高等学校入学者選抜方法等改善協議

会について 

 

○令和５年10月６日 常任委員会 

・「（仮称）県立高等学校の魅力化に向けた学科改

編等実施計画」の策定に係る新学科の区分につ

いて 

・（仮称）滋賀県立高等学校魅力化に向けた学科

改編等実施計画（案）について 

 

●令和５年11月８日 県外行政調査 

東京学芸大学附属国際中等教育学校（東京都練馬

区） 

・中高一貫校における国際バカロレア教育への

取組について 

 

○令和５年12月15日 常任委員会 

・滋賀県立高等学校入学者選抜方法等改善協議

会について 

 

魅力化の取組に係

る観点について 

 

 

 

 

 

新設学科の周知に

ついて 

 

 

 

北部振興などとの

関係について 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来の高等学校の

規模について 

・魅力化の取組においては、どんな学びによりどういう

人物を育てたいかということと、結果としてどんな人

物に育ったのかという実像を示す両方のことが必要と

なるので、現状からは魅力化に係る教育を受けた人が

どんな人となったのかを分かるようにし、魅力的な学

びが伝えられるよう丁寧な議論をしていただきたい。 

 

・新設学科については、子供に一番関わる学級担任や保

護者にすばらしい学科だと思っていただき、生徒に勧

めていただけるよう、そうした方々への周知を早期に

取り組んでいただきたい。 

 

・北部振興と魅力ある高校づくりの取組を関連させよ

うとするのであれば、南部の高校に人が集まっている

現状についての議論を行い、その分散を考えることも

重要である。 

 

・北部振興などを関係させて高校のテーマとするだけ

でなく、既存の取組に縛られないテーマについても考

慮し、魅力ある学校についての検討を進めていただき

たい。 

 

・老朽化が進む学校を県の限られた財政の中で支えて

いこうとすると、個別最適で魅力ある教育に予算を回

せなくなることも想定されるので、将来的に公立学校

の役割が果たせるよう、学校を適正な規模とするため

の高等学校数の見直しを始める必要がある。 

令和６年２月滋賀

県立高等学校魅力

化に向けた学科改

編等実施計画策定 



 

教育人材の確保と育成

について 

○令和５年６月１日 常任委員会 

・令和３年度包括外部監査の結果および意見に

対するその後の措置状況について 

・令和５年度教育委員会の主要施策について 

 

○令和５年７月７日 常任委員会 

・滋賀県立高等学校入学者選抜方法等改善協議

会について 

・学校部活動の地域クラブ活動への移行等に向

けた取組について 

 

○令和５年10月６日 常任委員会 

・教員の人材確保について 

 

○令和５年12月15日 常任委員会 

・議第 160 号 第４期滋賀県教育振興基本計画

の策定につき議決を求めることについて 

・議第161号 令和５年度滋賀県一般会計補正予

算（第６号）について 

・滋賀県公立学校職員の給与等に関する条例の

一部を改正する条例案について 

・学校部活動の地域連携および地域クラブ活動

への移行に向けた方針（原案）についてについ

て 

 

○令和６年３月７日 常任委員会 

・令和５年度学校における働き方改革の取組に

ついて 

・学校部活動の地域連携および地域クラブ活動

への移行に向けた方針（案）について 
 

人材確保による教

員負担の軽減につ

いて 

 

 

 

 

地域クラブ活動へ

の移行について 

 

 

 

 

タイムカードの導

入について 

・教員の人材不足の問題には抜本的に切り込んでいく

必要があり、教員が教材研究の時間や子供と接する時

間をより使えるよう、正規職員の確保を促進するだけ

でなく、会計事務の透明化にもつながる学校事務員を

充実させることで、教員の負担を少しでも減らし、教員

が子供に傾注できるようにしていただきたい。 

 

・教員の働き方改革にもつながる地域クラブ活動への

移行に関して、外部指導者を招くことで勝利至上主義

となり、体罰や行き過ぎた指導、ハラスメントなどの指

導者の質としての問題が起きないか懸念しているの

で、現場でのチェック機能や外部指導者を指揮監督で

きるシステムがはたらくようにしていただきたい。 

 

・働き方改革を推進するためにタイムカードは有効な

方法だと思うので、ぜひとも全ての学校でしっかりと

導入していただきたい。  

令和５年12月教育

基本計画策定 

 
 
 
 



 

特別支援教育の推進に

ついて 

○令和５年６月１日 常任委員会 

・県立高等学校、県立特別支援学校における１人

１台端末の導入状況について 

 

●令和５年７月25日 県内行政調査 

滋賀県立三雲養護学校（湖南市） 

・特別支援学校の施設・設備状況および教育環境

について 

 

○令和５年10月６日 常任委員会 

・教員の人材確保について 

 

●令和５年11月７日 県外行政調査 

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（神奈

川県横須賀市） 

・インクルーシブ教育システムの構築に向けた

研究状況について 
 
○令和５年12月15日 常任委員会 

・議第132号 令和５年度滋賀県一般会計補正予

算（第５号）について 

・議第 160 号 第４期滋賀県教育振興基本計画

の策定につき議決を求めることについて 

・議第 161 号 令和５年度滋賀県一般会計補正

予算（第６号）について 

・令和４年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒

指導上の諸課題に関する調査の結果について 

 

○令和６年３月７日 常任委員会 

・滋賀県立特別支援学校 教育環境整備方針(案)

について 
 

特別支援学校の新

設、改修について 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援学校の大

規模化について 

・特別教育の在り方を検討していく場合には、外部から

の意見も聞いてもらえるような場を設けていただきた

い。 

 

・特別支援学校のトイレ等の改修については、建設時と

は状況も変わっているので、現在の児童生徒の男女比

率や使用状況を見ながら、設備数などについて、実情に

合わせた改修を行っていただきたい。   

 

 

・特別支援学校の現場では大規模化に伴い、現場で働く

教員や講師の数が増え、相対的に校長先生や教頭先生

などの管理職が非常に少なっていることから、目が行

き届かなくなっており、見えないところで問題が起こ

ることも想定されるため、緊急時にも速やかに対応で

きるよう、大規模化の解消に向けてしっかりと取り組

んでいただきたい。 

 

 


